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国保財政危機国へ医療費

適正化を要請

保
険
料

最
高
限
度
額

本
年
か
ら
3
5
万
円
に

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
医
療
費
の
急
増
で
深
刻
な
事

態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
四
月
か
ら
保
険
料
を
二
〇
％
、

年
間
保
険
料
最
高
限
度
額
を
三
十
五
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、

二
年
ぶ
り
に
保
険
料
を
改
定
。
し
か
し
、
多
額
の
累
積
赤
字
を
抱

え
た
状
況
下
で
は
、
今
後
の
国
保
の
事
業
運
営
は
相
当
困
難
な
見

通
し
で
、
五
月
の
上
旬
に
は
池
本
市
長
が
厚
生
省
を
訪
問
し
、
本

市
国
保
財
政
の
現
状
を
訴
え
医
療
費
適
正
化
な
ど
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
要
請
し
ま
し
た
。

正
副
議
長
な
ど
決
定

　
五
月
二
十
一
・
二
十
二
日
に
開

か
れ
た
宇
治
市
議
会
五
丹
臨
時
合
一

で
、
正
副
議
長
と
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
決
定

北
村
庄
嗣
議
長

し
ま
し
た
。
｛
礒
二
年
間
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
選
は
、

正
副
議
長
の
辞
職
と
常
任
委
員
の

任
期
切
れ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も

平
岡
久
央
副
議
長

市
議
会

５
月
臨
時
会
で

の
で
、
第
十
八
代
議
長
に
は
北
村

庄
嗣
議
員
、
副
議
長
に
は
平
岡
久

夫
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
議
会

選
出
の
｀
番
委
員
に
は
高
原
孜
行

議
員
夕
選
任
。
各
委
員
会
の
構
成

は
次
の
と
お
友
子
。
（
○
印
は

委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
）

常
任
委
員
会

　
］
…
…
…
…
…
゛
’
‘
”
”
‘
”
”
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■
総
務
常
任
委
員
会

　
保
険
料
改
定
後
も

　
膨
ら
む
赤
字

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
国
保
会
計

は
、
約
四
億
八
千
万
円
の
累
積
赤

字
が
予
測
さ
れ
、
六
十
年
度
に
保

険
料
率
を
据
え
置
く
と
単
年
度
だ

け
で
四
億
九
土
〈
百
万
円
、
累
積

で
は
九
億
ぶ
エ
〈
百
万
円
も
の
赤

字
と
な
り
毒
丁
。

　
こ
の
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
に

は
、
六
〇
％
も
の
保
険
料
改
定
が

必
要
。
い
や
し
、
市
民
生
活
に
与

え
る
影
劈
蚤
べ
今
回
は
五
十

九
年
度
ま
で
の
赤
字
は
そ
の
ま
ま

凍
結
し
、
六
十
年
度
の
医
療
費
増

加
見
込
み
額
三
億
二
千
八
百
万
円

に
見
参
品
保
険
料
の
二
〇
％
ア

″
プ
②
保
険
料
の
年
間
最
高
額
を

Ｏ
加
藤
吉
辰
　
秋
月
賢
治

○
堤
　
武
彦
　
江
口
辰
造

　
川
口
祐
一
　
竹
林
嘆
峻

　
西
川
善
通
　
野
田
　
勇

　
な
お
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
議

会
の
議
員
に
、
総
務
常
任
委
員
会

委
員
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

回
市
民
環
境
常
任
委
員
会

Ｏ
前
窪
義
由
紀
　
北
村
庄
嗣

○
丹
羽
広
一
郎
　
高
原
孜
行

　
田
中
　
清
　
福
井
光
雄

　
水
谷
　
修
　
吉
田
　
明

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会

Ｏ
川
口
信
博
　
浅
見
健
二

〇
久
保
田
勇
　
梅
原
文
雄

　
佐
藤
京
子
　
菅
野
多
美
子

三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
引

章
エ
げ
る
１
の
範
囲
に
留
め
て
い

ま
す
。
国
の
補
助
金
削
減
額
一
億

六
千
八
百
万
円
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
改
定
に
含
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
改
定
後
も
、
六
十
年
度

で
な
お
六
億
四
千
八
百
万
円
の
累

積
赤
字
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。

　
老
人
入
院
医
療
費
が

　
全
国
平
均
の
1
.
7
倍

　
国
保
会
計
に
多
額
の
赤
字
が
発

生
す
る
の
は
、
①
歳
出
の
九
四
・

七
％
を
占
め
る
医
療
費
が
毎
年
急

増
し
て
い
る
②
一
人
当
た
り
国
保

医
療
費
が
全
国
平
均
よ
り
二
四
・

七
％
も
高
い
（
五
十
八
年
度
）
③
特

に
老
人
医
療
費
は
五
三
％
、
そ
の

内
の
入
院
医
療
費
に
至
っ
て
は
七

〇
％
も
全
国
平
均
よ
り
高
い
こ
と

が
最
大
要
因
で
す
。

　
更
に
、
国
保
は
商
工
業
者
や
自

営
業
者
、
年
金
受
給
者
な
ど
、

被
用
者
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い

人
が
多
く
加
入
。
加
入
者
に
は
高

齢
者
が
多
い
た
め
必
然
的
に
医
療

費
は
高
額
と
な
り
、
い
か
も
収
入

が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
の
伸
び
に
保
険
料
負
担
が
追

い
付
け
な
い
と
い
う
制
度
的
な
問

題
も
あ
り
ま
す
。

　
六
十
年
度
の
国
保
会
計
予
算
は
、

総
額
四
十
八
億
二
土
谷
三
十
二

万
五
千
円
。
五
十
九
年
度
よ
旦

三
・
七
％
の
増
で
、
多
額
の
赤
字

を
含
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
水
子
。

　
歳
入
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
等

と
被
保
険
者
負
担
の
保
険
料
で
大

部
分
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
一
億
千

七
百
二
十
五
万
千
円
と
、
五
十
九

年
度
よ
り
二
三
・
八
％
か
上
積
み

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
九
四
・
七
％
に
医
療

費
関
係
の
支
出
を
、
こ
の
内
の
老

人
医
療
費
関
係
で
は
五
十
九
年
度

よ
り
二
四
・
八
％
増
の
支
出
か
見

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
他
、
任
意

給
付
と
し
て
は
、
助
産
費
（
出
産

給
付
金
）
を
一
万
円
ア
″
プ
し
、

十
三
万
円
に
し
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
は

　
　
　
適
正
な
医
療
費
で

　
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け

る
と
、
国
保
運
営
の
存
続
す
ら
危

ぶ
書
れ
ま
す
。
そ
こ
で
市
と
し
て

は
、
国
へ
補
助
金
増
額
の
要
望
を

行
い
、
ま
た
医
師
会
と
適
正
な
医

療
費
に
つ
い
て
話
見
回
中
で
、

辻
田
光
男
　
野
口
　
一
美

特
別
委
員
会

■
大
型
事
業
対
策

○
庄
司
　
洋

○
浅
見
健
二

■
広
域
行
政
開
題
対
策

○
野
田
‘
　
勇

○
秋
月
賢
治

一

美

国
保
必
一
計
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
車
ｙ
。

さ
ら
に
今
後
、
医
療
費
の
高
騰
が

続
く
な
ら
、
国
へ
調
査
等
を
要
請

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
妬
し
、
国
保
を
守
っ
て
い
く
の

は
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
で
す
。

日
ご
ろ
か
り
健
康
管
理
に
注
意
し

人権思想の向上を

6月1日は

人権擁護委員の日

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
日
で
す
。
昭
和
二
十
四
年

六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的

　
ま
た
、
今
回
は
医
療
費
の
増
加
一

に
見
合
ラ
範
囲
の
保
険
料
改
定
ダ

し
ま
し
た
が
、
そ
の
主
旨
を
十
全

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
保
険
料
は
Ｉ

納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
た

だ
ぐ
よ
シ
お
願
い
し
康
ｙ
。
保
険

料
が
滞
納
に
な
る
と
市
の
借
金

が
増
え
、
結
局
は
加
入
者
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経

済
的
事
情
で
ど
フ
し
て
も
納
付
困

難
な
場
合
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
Ｉ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
六
十
年
度
の

保
険
料
は
、
六
月
二
十
日
ご
ろ
に

通
知
し
‘
手
］
。
下
表
の
料
率
で
、

保
険
料
額
を
決
定
し
濠
ｙ
。

″
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
１
－
－
１
１
－
－
１
－
゛
1
1
1
1
自
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
１
１
自
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
－
－
9
1
1
1
1
1
1
自
自
－
－
１
１
自
Ｉ
Ｉ

一

昭和60年度国民健康保険特別会計予算

　　　(総額48億2,632万５千円)

その他
1,442万1千円(0.3％)

一般会計繰入金
1億l,725万1千円(2.4％)

人
権
擁
護
委
員
さ
ん

（
敬
称
略
）

山
□

政
一

松
本

得－

前
川

桂
子

福
島

秀
次

谷
□

武
治

熊
木

治
夫

北
川

稔

井
戸
田

侃

束

重
子

青
山

一
雄

氏

名

小
倉
町
西
浦
72

宇
治
蔭
山

17
の
32

菟
道
丸
山
１
の
69

広
野
町
寺山

53
の３

宇
治
宇
文字

11
の
12

棋
島
町
北内
53

伊
勢
田
町
毛
語
40

木
幡
熊
小
路
４
の８

羽
拍
子
町
22

宇
治
善
法
29

住

所

22
１
２
４
４
４

22
ｊ
２
２

２
５

21
１
３
４

５
８

43
１
２
６

８
９

21
１

４
６

１
１

22
１

０
１

５
３

41
１
７
２

６
０

31
１

８
４

８
９

43
１

７
７

２
３

21
１

４
３

８
０

電

話

人
権
を
見
守
る
い
わ
ば
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が

誕
生
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
お
互
い
に
人
権
か
守
っ
て
、

明
る
い
襲
笞
築
孝
ま
し
ょ
う
。

本
市
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

丈
お
ら
元
ま
す
。
人
権
に
関

保険料の料率

旧 新

所　得　割 9.1/100 9.2/100

均　等　割 8,900円 14,900円

平　等　割 16,000円 25,400円

賦課限度額 30万円 35万円

任意給付
S,749万円(1.2%)　その他1億9,7S;万円(4.1％)

す
る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
６
月
の
人
権
相
談

　
▼
と
き
・
：
６
月
６
日
出
▼
と

こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
２
階
▼
費
用

・
・
・
無
料
▼
秘
密
厳
守
。

　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

（例）給与収入250万円､３人家族の場合の保険料

旧 新

所　得　割 118,750円 120,060円

・均　等　割 26,700円 44,700円

平　等　割 16,000円 25,400円

年間保険料 161,450円 190,160円
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国医療費適正化を養成



千年の宇治を学ぼう
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宇
治
川
を
開
削
し
、
大
津
・

宇
治
汲
由
し
て
蓉
へ
営

物
資
を
運
搬
す
る
と
い
う
宇
治

川
の
通
船
計
画
は
、
結
果
的
に

は
成
功
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
の
宇
治
川
に
は
、
宇

治
と
伏
見
・
淀
忿
緒
ぶ
船
が
就

航
し
て
い
た
。
淀
船
と
伏
見
船

で
あ
る
。

　
語
雌
’
淀
二
十
石
船
あ
る

い
は
淀
上
荷
船
と
も
呼
ぼ
れ
、

宏
に
川
を
は
じ
の
と
し
て
淀
川

・
木
津
川
・
桂
川
を
二
十
石
以

下
の
船
で
、
人
や
物
資
の
輸
送

を
行
っ
て
い
た
。
上
荷
船
と
呼

ば
れ
る
の
は
、
小
船
で
あ
る
た

め
、
浅
い
川
で
も
自
由
に
往
来

18日から郷土史講座

す
る
こ
と
が
で
き
、
渇
水
時
に

大
船
の
通
船
が
不
可
能
な
時
は

大
船
の
荷
物
を
河
船
に
積
み
替

え
て
輸
送
し
た
こ
と
か
ら
呼
ば

就
航
し
て
い
た
と
考
え
て
豊
　
宇
治
回
四
港
は
伏
見
、
六
地

い
な
い
で
あ
ろ
う
ド
”
？
’
“
　
　
蔵
、
大
鳳
寺
、
宇
治
、
興
聖
守

　
隨
船
は
淀
（
納
所
・
埴
）
に
お
か
か
い
ｔ
。
ち
な
ふ
に

・
一
口
（
久
御
山
町
）
・
吐
師
　
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
船

れ
淀
船
は
軽
便
さ
と
い
ラ
特
色
　
　
（
木
津
町
）
・
木
津
・
加
茂
・
　
　
賃
は
、
宇
治
・
伏
見
間
の
上
り

夕
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
Ｅ
ｍ
（
加
茂
町
）
・
笠
置
の
七
　
が
銀
五
七
４
　
　
券
。
下
り
は
四
匁

　
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
　
浦
夕
根
拠
地
と
し
、
な
か
で
も
　
八
分
、
宇
治
・
淀
間
は
、
上
り

八
幡
宮
神
人
と
し
て
神
役
を
勤
　
淀
は
五
百
七
ｍ
（
う
ち
納
所
が
　
が
六
匁
七
分
、
下
り
墜
ハ
匁
六

め
、
ま
た
八
幡
行
幸
の
と
き
の
　
三
百
三
十
一
ｍ
ヽ
水
垂
が
百
七
　
含
あ
っ
た
。

宇
治
の
川
船

渡
船
に
奉
仕
に
巡
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九

土
八
般
）
を
保
有
し
て
お
り
、

七
開
の
な
か
で
も
甲
に
心
的
な
存

八
）
に
は
、
豊
臣
秀
吉
虐
徳
　
在
で
あ
っ
た
。

船
許
可
の
朱
印
状
を
得
、
過
書
　
　
淀
船
は
宇
治
川
・
淀
川
・
木

船
同
様
、
木
型
岩
衛
門
・
河

村
与
惣
右
衛
門
の
支
配
下
に
置

か
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
由

緒
書
そ
の
も
の
の
信
用
度
は
乏

し
い
が
、
近
世
初
期
に
は
既
に

津
川
・
桂
川
か
就
航
し
て
い
た

　
伏
見
船
は
元
禄
十
一
年
（
一

六
九
六
）
に
就
航
許
可
か
お
り
、

翌
年
四
月
か
ら
千
五
石
船
二
百

嫂
で
運
航
を
開
始
し
た
。
就
航

範
囲
や
運
賃
は
淀
船
と
同
じ
で

が
、
そ
の
範
囲
は
、
店
洲
は
　
念
。

興
聖
寺
ま
で
、
淀
川
は
大
坂
・
　
　
牢
治
川
は
古
代
か
ら
重
要
な

尼
崎
ま
で
、
桂
川
は
嵯
峨
ま
で
、

木
津
川
腿
立
置
ま
で
で
あ
っ
た
。

　
豊
か
な
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
宇
治

に
は
、
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
宇
治
公
民
館
で

は
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
中
で
日
本
史

の
Ｉ
ペ
ー
ジ
を
綴
る
。
源
平
合
戦
”
と

の
か
か
わ
り
を
探
ろ
う
と
郷
土
史
講
座

を
開
き
ま
す
。
千
年
の
歴
史
を
誇
る
わ

が
宇
治
を
再
認
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲歴史の学習に熱が入る郷土史講座

交
通
路
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

お
り
、
秀
吉
に
よ
っ
て
大
改
修

公民館のお知らせ
　
郷
土
史
講
座

　
源
平
合
戦
と
宇
治
ｓ
歴
史

　
源
氏
祓
で
平
家
が
壇
の
浦
に

賊
ん
で
か
ら
、
こ
と
し
で
八
百
年

に
な
り
ま
す
。
源
氏
最
は
「
平

家
物
語
」
の
題
材
に
も
な
り
、
多

く
の
人
々
に
戦
記
文
学
と
し
て
親

１
　
歪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
宇
治
の
地
に
も
、
宇
治
橋

の
「
橋
合
戦
」
や
「
宇
治
川
先
陣
」

の
故
事
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
宇
治
の
歴
史
を
学
ぶ
中
で
、

源
更
蔽
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
：
下
表
、
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

　
（
た
だ
し
初
回
は
午
後
１
時
半
Ｉ

が
行
幻
れ
。
そ
の
機
能
は
や
や

弱
く
な
っ
だ
も
の
の
江
戸
時
代

に
な
っ
て
も
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
宇
治
川
に
は
淀
船

と
伏
見
船
の
ほ
か
に
、
し
尿
を

運
搬
す
る
川
船
も
あ
っ
た
。
し

尿
は
、
田
畑
に
と
っ
て
重
要
な

肥
料
で
あ
り
、

特
に
宇
治
で

は
、
茶
園
に

多
く
利
用
さ

れ
、
茶
業
者

や
農
民
は
そ

れ
奎
示
都
か

ら
石
購
入
し

て
い
た
。
し

尿
の
運
送
は
、

宇
治
川
夕
莉

用
し
て
い
た

た
め
に
、
淀

船
や
伏
見
船

と
通
行
権
を
。
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巡
っ
て
た
び
た
び
争
論
夕
起
こ

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
次
回
で
述
べ
よ

－
Ｃ
－
’
）
－

　
　
「
宇
治
市
史
年
表
」
は
、
一

冊
四
千
円
で
歴
史
資
料
館
で
発

売
中
で
す
。
（
歴
史
資
料
館
）

二＿心き唸逮

　　一―一.1^三男ぎ]
匹ﾃﾞ

　　～｀一心ここy
むΞ=ョフぎら
熔

４
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
…

宇
治
公
民
館

ｙ
講
師
・
・
・
市

歴
史
資
料
館

副
館
長
▼
対

象
・
：
市
内
在

住
の
人
▼
定

員
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申

し
込
み
・
：
６
月
１
日
か
ら
宇
治
公

民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

郷土史講座の日程表

回 月　日 内　　　　宕

１ ６月18日出オﾘエンテーション､清和源氏と桓武平氏

２ ６月25日(≪保元・平治の乱と平氏政権

３ 7月2日(大治承の乱と寿永の乱

４ 7月9日(■≪鎌倉幕府の成立

５ 7月16日(刈承久の乱・まとめ

▲伏見港のにぎわい

　
　
　
　
　
◇

婦
人
学
級

熟
年
世
代
心
生
活
設
計

　
よ
り
確
か
な
ま
章
刄
衆
め
て

共
に
学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
内
容
…
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
女
性
▼
定
員
・
：
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
６
月

１
日
か
ら
宇
治
公
民
館
へ
電
話
か

来
館
で
▼
保
育
・
：
受
講
中
、
２
歳

以
上
の
幼
児
を
定
昌
Ｂ
人
ま
で
保

婦人学級の日程表

回 月日 内　　　　容 講　師

１ 6月l4日吻 開講式､オリエンテーション公民館職員

２ 6 月24日n 現代の家族の特徴w.都府立大教授
光信隆人さん

３ 6月28affl
老候に偏iて暮らしの費用itえる

　一経済面でのひとり立ち一 武庫"I女子大講t
小松まき子さん

４ 7月5日出子ばなれと疋-<r>ひとり立ち甲南女子大教授
宮城　宏さん

５ 7月12日吻 熟年期の心とからだの持徹鮫5!病院BiJ院長
広兼　明さん

６ 7B19日圏地域で支え合う取り組み
　　一介助-介護について－

t.都短期大講師
村岡洋子3ん

16ミリ映写機操作技術講習会の日程表

か
来
館
ま
た
は
、
は
が
き
で
。
は

が
き
の
場
合
は
、
往
復
は
が
き
に

講
習
必
一
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
６
月
1
2
日
團
必
着
で
。

　
な
お
、
。
以
前
に
操
作
免
許
を
取

得
し
て
そ
の
後
更
新
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
更

新
鴛
公
民
館
に
あ
る
1
6
φ
映
写

機
、
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
は
、

講
習
会
修
了
後
に
交
付
す
る
1
6
φ

映
写
機
操
作
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
が
上
映
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
い
ま
す
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
宇
治
公
民
館

　
６
月
５
日
は
臨
時
休
館

　
宇
治
公
民
館
吊
民
会
館
）
は
、

都
合
に
よ
り
６
月
５
日
困
欠
臨
時

休
館
と
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

回 日　　時 内　　　　容

１ 6月l7日旧
午its時半~9時

開講式・オリエンテーション

　講義「映写機の原理･構造について」

２
6月i8U(火

午後6時半--9時

講義
　｢映写機の構造･操作について｣

３

6月l9日田
午後1時～9時(実技)

　映写機の操作練習

(都合のよいa 1 nで
午後1時~時・午後6時～9≪.!f
のいずれかの時間帯に)

6月2O0(れ
午後1時~9時

6JI21日(余9
午筏1時-9時

４
6月22日出

午後i時～8時

映写機の原理･構造のテスト（筆記）

映写機の操作テスト（実技）

午l≫l-3時,3-5時,6~8時のいずれかの時間帯に。

５ 6月25日肉
午iS7時-9時

操作免許証交付･教材利用について
映画「この流れの彼方に」
閉講式

　　　市庁舎新館

課の配置が変わりました

　
五
月
二
日
付
で
実
施
し
た
機

構
の
一
部
改
革
に
よ
り
、
市
役

▼新館2階

所
新
館
の
建
設
部
各
課
事
務
室

を
左
記
の
ぷ
つ
に
配
置
替
え
し

ま
し
た
。

　
建
設
部
牽
甲
心
に
し
巡
今
回

の
機
構
改
革
で
は
、
従
采
の
土

木
課
と
都
市
整
備
夫
対
事
業
課

奪
佩
課
と
河
川
失
対
課
に
再

編
。
道
路
課
は
、
道
路
の
建
設
、

改
良
、
維
持
に
関
す
る
業
務
蔵

河
川
失
対
課
は
、
河
川
、
排
水

路
、
失
業
対
策
事
業
の
関
係
業

務
か
好
い
ま
ず
。
ま
た
、
公
共

下
水
道
の
六
十
一
年
度
一
部
使
’

用
開
始
に
向
け
て
東
宇
治
浄
化

セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

▼新館3階

水
は
大
切
な
資
源

　
６
月
３
日
か
ら
出
張
相
談
所

　
き
ょ
う
六
月
一
日
か
ら
水
道

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
水
道
は

健
康
で
文
化
的
な
忠
蓼
支
え

る
重
要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、

水
は
大
切
な
資
源
で
す
。

　
昨
年
夏
の
異
常
渇
水
で
、
十

一
月
に
は
取
水
制
限
に
お
よ
び
、

水
資
源
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
宇
治
市
水
道
部
で
は
、
さ
ら

水道出張相談所の日程

に
水
道
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
水
道
週
間
に

ち
な
み
左
記
の
日
程
で
出
張
相

談
所
を
聞
き
ま
す
。
相
談
所
で

は
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を

お
闘
き
ず
る
外
、
水
道
じ
ゃ
口

パ
″
キ
ン
グ
を
無
料
で
取
ひ
替

え
ま
す
。
ま
た
当
日
、
水
道
公

認
業
者
も
待
機
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
水
道
部
）

月日 と　ころ

６月３日

　(月)

御蔵山集会所
木幡河原隣保館

木幡公民館

６月４日

　(火)

東宇治消防分署

明星町集会所

三室戸集会所

６月５日

　困

紫ヶ丘公民分館

西小倉集会所

緑ヶ原集会所

６月６日

　困

開公民分館

大久保小学校

旦椋公会堂

６月７日

　吻

善法隣保館

城南荘集会所

矢落集会所
も午後I時半からA時時間はいずれ

462

宇
治
市
史
の

窓

育
。
希
望
ず
る
人
は
、
受
講
申
１
　

込
み
時
に
併
せ
て
。
お
や
つ
代
だ

し
て
三
百
円
が
い
り
康
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
1
6
ミ
リ
映
写
機

　
操
作
技
術
講
習
会

　
地
域
や
職
場
な
ど
で
の
学
習
会

営
Ｉ
れ
盛
で
、
1
6
φ
映
写
機
夕

使
っ
て
映
画
会
な
ど
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
中
央
公
民
館
で
は
、
映

写
機
を
多
く
の
人
に
活
用
し
て
い

た
だ
ぐ
た
め
に
講
習
会
を
開
西
丞

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
講
師

・
：
ム
ー
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
、
右

田
幸
雄
さ
ん
▼
と
こ
ろ
・
・
・
里
扇

中
央
公
民
館
▼
定
員
・
：
6
0
人
（
４

着
順
）
▼
対
象
・
・
・
1
8
歳
以
上
の
市

民
と
市
内
通
勤
者
で
、
５
日
間
匹

出
席
で
き
今
人
▼
申
し
込
み
・
ｊ

月
１
日
か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
匹

水道週間

鉄道妨害防止運動
6月14日まで実施中

こどもを線路

で遊ばせない
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均等割の税率の改正(表①)

地方税法が
一部改正
お問い合わせ市民税課電話223

1

4

1

　
地
方
税
法
の
一
部
が
こ
の
ほ
ど

改
正
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住

民
税
の
主
な
改
正
点
と
、
昨
年
度

に
改
正
さ
れ
今
年
度
か
ら
適
用
さ

れ
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
均
等
割
・
所
得
割
の
税
率
改
正

　
五
十
五
年
度
に
引
藻
王
げ
ら
元

て
以
来
据
収
し
か
れ
て
い
た
個
人

住
民
税
均
等
割
が
沢
①
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得

割
の
税
率
は
、
先
の
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
表
②
の
と
お
り

に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
控
除
対
象
配
偶
者
等
の
要
件
の

緩
和

　
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控
除

の
適
用
対
象
と
な
る
人
の
所
得
要

件
に
つ
い
て
、
五
十
九
年
巾
の
所

得
が
、
表
③
の
令
訓
以
下
で
あ
れ

ば
控
除
を
受
け
呉
れ
ま
す
。

　
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
除
限

度
額
の
引
き
上
げ

　
白
色
申
告
者
と
生
計
を
Ｉ
に
す

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

59年度(改正前)60年度(改正後)

市民税 1,500円 2,000円

府民税 500円 700円

所得割の税率(表②)

課税標準頷 税率 速算控除額

市

民

税

i万円以下の金額 2.5％ O円

45万円以下の金額 3.0％ 1,000円

70万円以下の金額 4.0％ 5,50{〕円

95万円以下の金額 5.0％ 12,500円

120万円以下の金額 6.0％ 22,00)円

220万円以下の金額 7.0％ 34,000円

370万円以下の金額 8.0％ 56,O(X〕円

570万円以下の金額 9.0％ 93,000円

950万円以下の金額10.0％ 150,000円

1,900万円以下の金額11.0％ 245,000円

2,900万円以下の金額12.0％ 435,OCX〕円

4,900万円以下の金頷13.0％ 725,000円

4,900万円をこえる金額14.0％:,215,000円

府
民税

150万円以下の金額 2.0％・　　O円

150万円をこえる金額4.0％ 30,000円

配偶者控除と扶養控除の対象所得要件の改正(表③)

る
配
偶
者
、
親
族
で
専
ら
日
色
串

告
者
の
事
業
に
従
事
す
る
人
の
控

除
限
度
額
を
、
四
十
五
万
円
（
現

行
四
十
万
円
）
に
引
藻
王
げ
。

　
勤
労
学
生
控
除
の
所
得
要
件
の

緩
和

　
勤
労
学
生
控
除
の
適
用
を
受
け

る
勤
労
学
生
の
所
得
要
件
は
、
給

与
所
県
Ｊ
の
勤
労
性
所
得
に
係
る

所
得
限
ぼ
顧
が
現
行
は
五
十
二
万

円
で
す
が
、
今
回
か
ら
五
十
八
万

円
に
引
藻
王
げ
ら
元
ま
し
た
。

59年度(改正前) 60年度(改正後)

④給与所得等だけ

　の人

30万円以下

(給与収入金額80万円以下)

33万円以下

(給与収入金SS90万円以下)

○給与所得等以外

　の所得だけの人
10万円以下 10万円以下

○､R･＠両方の所

　得がある人

給与所得等の３分の１と

給与所得等以外の所得と

の合計額か10万円以下

給与所得等の33分の10と

給与所得等以外の所得と

の合計額が10万円以下

大
久
保
町
平
盛

　
木
下
　
潤
ち
ゃ
ん

お
知
ら
せ

防
火
管
理
者
資
格
付
与

講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
7
日
閑
、
2
8
日

宙
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
～
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
南

京
都
信
用
金
庫
本
店
大
命
一
議
室

　
（
宇
治
宇
文
字
）
▼
受
講
対
象
者

・
：
消
防
法
第
＆
条
の
規
定
に
よ
る

防
火
管
理
者
の
資
格
か
取
得
に
エ

シ
こ
す
る
人
で
宇
治
市
、
城
陽
市
、

　じゅんちゃんは元気な男の子。

自動車が大好きで、１人で黙もく

とミニカーで遊んでいます。

　この欄に掲載するお子さん（59

年６月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

久
御
山
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
人
▼
費
用
…
二
千
五
百
円
（
資

料
な
ど
の
代
金
）
▼
申
し
込
み
・
：

居
也
か
勤
務
地
を
管
轄
す
る
消

防
丿
宍

）
署
に
置
い
て
あ
る
所
定

の
受
講
申
込
書
で
。
写
真
（
正
面
、

上
半
身
、
無
帽
、
無
背
景
で
縦
４

？
×
横
３
り
）
と
印
鑑
が
必
要
▼

申
し
込
み
期
間
…
６
月
1
7
日
㈲
～

1
9
日
困
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
▼
問
い
〈
Ｂ
せ
よ
落
市
消

防
本
部
予
防
課
（
豊
⑩
0
1
1
9
）

へ
。
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
市
民
環
境
講
座

　
▼
と
き
…
６
月
７
日
宙
、
午
後

１
時
半
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
一
三
階
大
会
議
室
▼

テ
ー
了
・
琵
琶
湖
の
環
境
問
題
と

水
質
に
つ
い
て
▼
講
師
…
滋
賀
県

琵
琶
湖
研
究
所
長
・
吉
良
龍
夫
さ

ん
。
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　
　
健
康
づ
く
り
の

　
　
標
語
を
募
集

　
市
健
辰
っ
く
り
推
進
協
廠
会
で

は
、
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
健

康
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
努
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

そ
の
一
環
と
し
て
「
健
凩
つ
く
り
」

に
つ
い
て
の
標
語
か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
期
間
・
：
６
月
７
日
面
ま

で
▼
応
募
方
法
・
：
官
製
は
が
き
に

標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
書
い
て
、
〒
Ⅲ
宇
治
藍
悒

宇
治
市
保
健
予
防
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
減
塩
梅
干
し
教
室

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
６
月
1
4
日

謝
午
前
９
時
半
～
Ｈ
時
半
、
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
。
午
後
１
時
半
～

３
時
半
、
木
幡
公
民
館
。
1
5
日
出

午
前
1
0
時
～
正
午
、
小
倉
公
民
館

▼
内
容
・
：
減
塩
梅
干
の
作
り
方
。

梅
料
理
、
梅
の
効
用
に
つ
い
て
▼

講
師
…
市
保
健
予
防
課
栄
養
士
▼

定
員
・
・
・
各
会
場
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
希
望
す
る
会
場
へ

電
話
で
。
（
木
幡
公
民
館
９
豊
⑩

８
２
９
０
、
小
倉
公
民
館
＝
容
⑩

４
６
８
７
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

＝
保
健
予
防
課
豊
⑩
3
1
4
1
）
。

　
季
節
料
理
教
室

　
▼
と
亭
・
・
６
月
1
0
日
側
、
午
後

Ｌ
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
萄
（
し

ゅ
ん
）
の
野
菜
の
持
ち
味
を
生
か

し
た
総
菜
と
菓
子
▼
講
師
…
料
理

研
究
家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
定

員
・
・
・
3
6
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
…
材

料
代
実
費
一
人
千
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
材
料
代
千
円
か
匝
え
て
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
直
接
。
電
話

は
不
可
。
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
高
校
奨
学
金
と

　
入
学
支
度
金
の
申
請

　
府
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
就
学

通
行
者
は
工
事
に
注
意

東
海
自
然
歩
道
一
部
を
拡
幅
・
整
備

　
日
本
道
路
公
団
大
阪
建
設
局
・

京
庭
バ
イ
パ
ス
工
事
事
務
所
は
、

こ
の
ほ
迄
只
慨
バ
イ
パ
ス
の
建
設

に
伴
い
、
市
内
の
東
海
自
然
歩
道

の
一
部
区
間
で
道
路
拡
幅
・
整
備

工
Ｉ
か
符
い
、
工
事
後
に
土
運
搬

車
両
が
通
行
す
る
た
め
、
利
用
に

注
意
忿
箕
拵
け
て
い
ま
す
。

　
拡
幅
工
事
は
、
志
津
川
北
組
か

ら
炭
山
久
田
ま
で
の
約
四
･
　
ｗ

間
。
道
路
を
二
車
線
に
拡
幅
し
掘

削
工
事
、
舗
装
工
事
な
ど
聚
ぶ
年

ほしもの譲りたいも

の不用品情報センターへ　（食器、洗剤.衣類、日用品などを除

く）、学習用品（雑誌、文具を除く）

など。再利用の価値があり、修理の不

要なものに限ります。転売や趣味など

を目的とするもの、医療器材、食品、

生きものは対象外･・品物の取引方法…

提供、希望の条件が概ね一致した場合、

情報センターから希望者に連絡し、当

事者間で話し合っていただきます。結

果はlo日以内に希望者から情報センタ

ーに報告していただきますト問題など

の処理…故障、欠陥、その他問題が生

じた場合は、当事者間で解決。市はー

切の問題に責任を負いません。

　　市では、家庭に眠っている不用品を

　再利用していただくために、不用品情

　報センターを年２回開設。今回前期と

　して６月１日から８月31日までの３ヵ

　月間実施します。ご利用ください。

　　卜･登録方法…品物の提供・希望者と

ーも電話、はがき、または来庁で、不用

　品情報センターへ登録してください。

　受付時間は、午前９時～午後3時。土

　曜日は午前9時～11時。日曜・祝日は

　受け付けしません卜･登録項目…(!)品名、

一形式・規格など(2)購入年月、消耗程度

　(3)希望価樹4)住所、氏名、電話番号と

　iS絡先.(5)その他の希望条件。なお、省

　資源を趣旨としているため高額な提供

　はご遠慮ください●主な取り扱い品…

　家具、電気裂品、楽器.石油・ガス器

　具、自転車、ベビー・子ども用品(お

　もちや、絵本、衣類などを除く)、ス

　ポーツ・レジャー用品、一般家庭用品

援
助
と
し
て
奨
学
金
と
入
学
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
〈
支
給
対
象
者
〉

　
昭
和
6
0
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
並
び
に
盲
学
校
、
聾
（
ろ
う
）

学
校
の
高
等
部
に
就
学
し
、
次
の

世
帯
に
該
当
す
る
人
。

　
①
母
子
世
帯
…
母
と
2
0
歳
末
満

の
子
ま
た
は
母
子
と
6
5
歳
以
上
の

人
だ
け
で
構
成
す
る
世
帯
②
父
子

世
帯
・
：
父
と
2
0
歳
末
満
の
♀
蚤
た

は
父
子
と
6
5
歳
以
上
の
人
だ
け
で

構
成
す
る
世
帯
③
児
童
世
帯
・
：
父

九
月
ま
で
。
整
備
工
事
は
、
炭
山

谷
山
か
ら
西
笠
取
辻
出
川
西
ま
で

の
谷
山
林
道
約
五
Ｉ
間
。
哲
俣

の
設
置
、
舗
装
工
事
な
ど
至
〈
十

一
年
三
月
ま
で
行
い
ま
す
。

　
工
事
完
了
後
に
は
、
土
運
搬
車

両
（
Ｈ
ジ
グ
ン
プ
カ
ー
）
が
、
い

ず
れ
尨
〈
十
三
年
三
月
ま
で
の
予

定
で
通
行
し
ま
す
。
な
お
、
原
則

と
し
て
日
曜
‐
の
作
業
は
し
ま
せ

ん
。
　
　
（
特
別
事
業
対
策
室
）

母
の
無
い
2
0
歳
末
満
の
人
ま
た
は

児
童
と
、
児
童
か
沃
養
し
て
い
る

人
で
構
成
す
る
世
帯
④
身
体
障
害

者
世
帯
・
・
・
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方

が
国
民
年
金
法
別
表
に
定
め
る
程

度
の
世
帯
。

　
《
奨
学
金
・
月
額
〉

　
国
公
立
全
日
制
＝
九
千
二
百
円
、

国
公
立
高
等
専
門
学
校
上
万
千

二
百
円
、
私
立
全
日
制
＝
二
万
七

千
二
百
円
、
私
立
定
時
制
＝
二
万

二
百
円
、
通
信
制
＝
七
千
円
。

　
〈
入
学
支
度
金
〉

　
国
公
立
６
五
万
五
千
円
、
私
立

全
日
制
＝
十
六
万
円
、
定
時
制
＝

十
二
万
円
、
通
信
制
＝
四
万
円

　
ご
希
望
の
人
は
、
在
学
証
明
書

と
印
鑑
か
持
参
ｐ
上
、
６
月
2
9
日

ま
で
に
福
祉
課
へ
。
（
福
祉
課
）

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
は

　
現
況
届
は
６
月
中
に

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以

上
あ
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童

手
当
や
特
例
給
付
か
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
里
八
月
中
に
現
況
届
を

福
祉
事
務
所
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
毒
丁
。
狽
況

届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
や

養
育
の
状
況
、
加
入
し
て
い
る
年

金
な
と
を
審
査
し
て
、
引
き
続
き

児
童
缶
碧
亮
け
る
こ
と
が
出
采

る
か
ど
２
　
器
見
る
た
め
の
大
切

な
届
で
す
。
こ
の
届
夕
提
出
し
な

い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
昨

年
度
に
所
得
の
基
準
を
超
え
て
却

下
に
な
っ
た
人
は
、
新
た
に
申
請

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
（
福
祉
課
）

　
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者

　
懇
談
会

・
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
の
仲
間

づ
く
り
と
、
お
互
い
の
経
験
を
学

び
、
励
ま
し
Ｘ
に
い
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
か
遥
る
た
め
に
、
懇
談

会
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
3
日
㈲
、
午
後

１
時
～
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福

祉
会
館
▼
対
象
・
：
難
聴
者
と
中
途

失
聴
者
▼
問
い
合
わ
せ
…
襲
福

祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

463

　
　
一
般
女
子

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
7
日
～
７
月
１
１
一

日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
（
８
日
間
）
、

午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ

…
南
部
小
学
校
・
小
倉
小
学
校
各

体
育
館
▼
対
乖
・
・
一
般
女
子
▼
内

容
…
リ
ズ
ム
体
操
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
、
軽
球
技
、
ス
ト
レ
″
チ
体
操

な
ど
▼
m
-
各
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
…
五
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
市
民
体
育
課
へ
。

　
小
学
生

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
…
６
月
1
5
日
～
７
月
７

日
の
涼
星
・
日
唯
日
（
８
日
間
）
、

午
後
５
時
～
７
時
▼
と
こ
ろ
…
岡

歴
小
学
校
体
青
館
▼
対
岑
：
小
学

校
４
・
５
・
６
年
生
、
男
女
▼
定

口
・
：
如
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
市
民
体
育

課
へ
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
1
2
日

削
午
後
７
時
～
９
時
、
大
開
小
学

市民体育のお知らせ

　　　●お問い合わせ

市民体育課電話話223141

校
体
育
館
。
６
月
1
3
日
出
午
後
７

時
半
～
９
時
半
、
広
野
中
学
校
体

育
館
。
一
ふ
に
も
、
グ
ル
ー
プ
で

も
参
加
で
亨
Ｊ
す
。
上
靴
か
持
っ

て
直
接
会
場
へ
。

　
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

　
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
8
‐
吻
・
2
1
日

廊
・
2
5
日
㈹
・
2
8
日
出
・
2
9
日
出
・

3
0
日
㈲
、
７
月
２
日
脚
・
４
日
内
、

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時
。
６

月
2
8
・
2
9
・
3
0
日
は
り
酒
３
日
の

実
技
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
会

議
室
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
対

象
・
：
市
内
の
青
少
年
団
体
の
指
導

者
で
、
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
か
恚

し
て
い
る
人
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先

符
順
）
▼
持
用
…
四
千
五
百
円
（
食

▲59年度一般女子軽ス

　ポーツ教室から

料
費
、
ク
ラ
フ
ト
代
な
ど
の
実
費
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
四
千
五
百
円
か
添

え
て
市
民
体
育
課
へ
。

　
講
習
会
修
了
者
は
、
日
本
キ
ャ

ン
プ
協
会
初
級
指
導
員
の
資
格
検

定
申
請
が
で
戎
玉
す
。
ま
た
、
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
、
野
外
活

動
教
具
の
使
用
を
予
定
し
て
い
る

人
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
使
用
（
仮
）
申
請
を

　
本
年
七
月
十
三
日
出
か
ら
九
月

一
日
間
の
期
間
中
に
、
炭
山
キ

ヤ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外
活
動

教
具
の
使
用
か
計
画
し
て
い
る
団

体
の
使
用
仮
受
け
付
け
を
始
め
ま

す
。
使
用
許
可
は
、
調
整
後
決
定

し
ま
す
。

　
▼
仮
受
付
期
間
・
・
・
６
月
１
日
～

1
2
日
▼
資
格
・
：
市
内
の
小
・
中
学

校
と
青
少
年
団
体
▼
申
し
込
み
…

市
民
体
育
課
へ
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
６
月
９
日
間
、
午
前

８
時
に
京
両
為
駅
前
集
合
（
時

間
厳
守
）
▼
コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治

駅
↓
三
条
駅
↓
（
市
バ
ス
）
↓
修

学
院
道
Ｌ
Ａ
ｙ
Ｓ
r
.
揃
Ｔ
根
本
中
堂

↓
無
動
寺
↓
坂
本
駅
（
解
散
）
の
約

1
5
J
‘
。
健
脚
向
き
▼
準
備
品
・
・
・
弁

当
、
水
筒
、
皆
ズ
交
通
費
各
自

負
担
）
▼
問
い
合
わ
ヤ
：
木
村
長

ざ
兄
（
容
⑩
3
6
3
3
）
へ
。

雨
天
の
場
合
は
６
月
1
6
日
面
に
順

延
。

　●登録・問い合わせ

　不用品情報センター

〒611宇治琵琶33、宇治市商工

観光課消費生活係（電話22-3141）

8月

31

日ま

で３

カ月

間
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古
紙
回
収
に
ご
協
力
を

ゴ
ミ
減
量
と
資
源
の
保
護
に

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
、

ゴ
ミ
の
減
量
と
資
節
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
一
環
と
し
て
、
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
古
紙
回
収
事
業
を

実
施
し
て
い
康
ｙ
。
毎
年
、
約
百

五
十
の
団
体
・
町
内
会
な
ど
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
今
ま
で
に
六

千
ト
ン
余
り
の
古
紙
を
回
収
し
て

浙
蛋
し
た
。
今
後
も
一
層
の
ご
協

力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
ず
。

　
古
紙
を
回
収
す
る
と
、
①
森
林

資
源
の
保
護
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

節
約
、
③
ゴ
ミ
の
減
量
や
処
理
経

費
の
節
減
な
ど
に
、
大
い
に
役
立

っ
て
い
ホ
チ
。

　
ま
た
、
こ
の
回
収
事
業
に
よ
る

報
償
金
は
、
町
内
会
な
ど
の
団
体

の
有
効
な
活
動
資
令
源
と
も
な
っ

て
い
未
丁
。

　
報
償
金
引
き
上
げ

　
５
円
か
ら
７
円
に

　
報
償
金
単
価
は
、
今
ま
で
ａ
グ

ラ
ム
当
た
り
五
円
で
し
た
が
、
六

十
年
度
か
ら
七
円
に
引
章
エ
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
古
紙
に
も
株
式
と
同

様
の
相
場
が
あ
り
、
近
年
の
相
場

な
ど
を
検
討
し
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
団
体
を
対
象
に

　
月
に
１
回
収
集

　
町
内
心
一
な
ど
の
団
体
を
対
象
に

月
一
回
木
・
金
曜
日
に
、
曜
日
を

決
め
回
収
し
柔
ｙ
。
各
団
体
の
集

積
所
へ
お
出
し
ぐ
だ
さ
い
。
古
紙

回
収
専
用
車
で
回
収
し
て
い
き
ま

す
。
古
紙
の
円
滑
な
回
収
に
よ
り
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
が

果
た
甘
専
一
。

　
古
紙
回
収
に
つ
い
て
の
詳
細
は

清
掃
事
務
所
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

へ
お
問
い
命
幻
せ
ぐ
だ
さ
い
。

燃えないゴミ（市役所清掃事務所豊22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合豊075－631－5171）

　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）1　　18　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ．大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　‥　　西大久保府営住宅（21～32棟）

ｊ 　 　 ゝ

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

1　　21　　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄以東)、中村(国鉄以東)、東中(国鉄以東)、北畠一部
3　　22　北畠．桧尾、平尾、須留

4　　24　花揃、赤塚、陣之内(国鉄以東)、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中(国鉄以東)、町並一部
5　　25　北御蔵山(平尾)、中御蔵山．町並、奈良町、畑町、炭山全域

　　　　　　安田町（全域）
　　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）3　　19　開　　町（国道筋）

　　　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、北島、徳永、
6　2^ mﾉ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

7　　27　内畑、西中、中村(国鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)､壇ノ東、西浦、熊小路、南端(国鉄以西)

8　　28　大林、梅林、芝ノ東(国鉄以西)、西浦一部
11　7/1　寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部　　　・‥
12　7/2　西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部

　　　　　　宇　　治（半白）

4　　20　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林　井尻、中山、毛IS)

13　7/3　福角(国鉄以西)、日皆田、岡本、上村、大八木島，
14　7/4　車田一部、平町、¬里塚、戸ノ内(横島飛地)
15　7/5　車田、丸山、出口(国鉄以西)、森本(国鉄以西)、谷下り(国鉄以西)

17　　　　福角(国鉄以東)、折坂(府道以東)、平野、一番割、二番割、三番割一部
　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

　　　　１　　　　　　道筋以南の西浦）５　　２　　伊勢田･町（遊田4,砂田）

　　　　　　西大久保府営住宅（33～43）

18　　　　西浦(国鉄以東)、三番割、芝ノ東(府道両側)、南端(国鉄以東)
19　　　　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(Ａ)、中村(さつ含ヶ丘)
20　　　　南山(Ｂ)、金草原

12　7/2　等取
　　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

6　　24　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　伊勢田町（南遊田） 白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

　　　　　棋島町（全域）
7　　25　小倉町（近鉄以東の新田島）

　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

1　　21　東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部
3　　25　下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻(国鉄以南)、塔川

　　　　　^野神、大谷、弐番(府道以南)．大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄以南)、矢落(国鉄以南)、
4　　24宮東(城南荘本通り以東)．　　　　　　木　　幡（平尾、須留．御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

10　　26　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　　．畑、国鉄以東の正中・東中） 5　　22　小根尾、大開一部、尖山一郎、宮東(城南荘本通り以西)、宮西、宮北

　　　　　　六地蔵（全域）　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　木　　幡（河原、北島.･西中、内岫、大瀬戸、西浦、
11　　27　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　’　　　　　　　　　・東中）　　　ｉ　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

6　　26　蓮華、乙方．東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中．西中、河原、門前、只川、中筋.
7　27　池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)　　　　　　　　　　　　‾
18　　　　田原、井ノ尻、且椋、平盛、南ノロ．

　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
19　　　　寺山(翠光園団地)

　　　　　　木　幡（熊小路）　　　　｀　　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

12　　28　　　　　　原、壇ノ東．寺界道、野添、大林．梅林、西
　　　　　　　　　　浦、新開．平野、折坂､･福角、一・二・三番

　　　　　　菟　　道(単爵)西ｏ芝タ東｀高峰山）

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市道以東)．中島、
20　　　　石塚(心華寺通り以西)

Ｘ

　　･頭脳

㈲

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があ？・

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てくださいノ

　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治,・羽拍子町地域

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村．岡本．日皆田、一里塚、

　　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）13　　29　明星町（全域）

　　　　　　羽戸山１～４丁目　～

　　　　　　志津川（全域）　　　　　　宇　　治（山本、乙方、東内、又振、山田）

1　　21　蛇塚、弐番(府道以北)、池森　米阪

３　　　　　北山A ･ B ･ C‘･D団地ヽ中央台ヽ西山(国道以西)ヽ
　　　22　神楽田(山中含む)

4　　24戸ノ内　矢落(国鉄以a)若森ぐ国鉄以北)．田尻C国鉄以北)、小桜
5　　25　東目川、西目川　南落合(O～３の通りまで)

6・26　南落合C4の涌り以隆～13の通りまでり
7　　27　南rtcioo～no　R4～m　an～33")　大京団仙　山際一部

　　　　　　字　　洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、
14　7/1

白　　ﾉ(雪ぶ矢落、若森、国鉄以南の天神）

　　　　　　折居台(全域）
　　　　　　天神台１～３丁目

8　　28　南浦　西浦一部　神楽田一部ぐ折鉄以西卜

10　　90 鼎讐若蛋汝席ま諮裂尹線以北)｀大幡｀北内｀門n.幡貫｀

11　7/1　老ノ木　久保　西山(国道以東)、滝池　寺内一部

　　　　　　東山、天王、蔭山、吹前、中川原(大川原線以東)、12　7/2 十一(大川原線以東、国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)
　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　南陵町（全域）

15　7/2
紗頂肩肘゛“）

　　　　　L
I獣鴉゛ヽiftt-a?）

　　　　　広野町（小根尾一部）・　・

13　7/3　寺内　丙浦
14　7/4　南堀池ぐ瓦雨り以d□南堀油f太涌約以南j
15　7/5　南堀池（大和　田中）m池

17　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻．
　　　　　　巾ノ田　玄太　&.而　守用田r全域

８　　　　　中山(近鉄以東)ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ１　　　　　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)
　　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
17　7/3　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島．丸山）

　　　　　　西大久保府営住宅（l～20棟）
19　　　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林
20　　　　羽拍子町

464

通事故の法律問題、示談のしかた、賠mm

の算定、訴訟や調定のしかたなど。

社会福祉協議会の法律（定貝io人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や。

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は. 60年度版「市民カレンr-と

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、・

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（a⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（a⑩5652）で。

　　　献血

●４日≪株〉三谷合金製作所前10時～15時半

　＝大曲町内会主催）、10日（宇治市役所10

　時～正午と13時～15時半）、20日（宇治高

　校io時～正午と13時～15時半）。

　　　不用犬・猫の引き取り

●11日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発,宇

　治保健所ｎ時30分着)。そのft.毎月曜日

　に宇治保健所（a@－2i9i)で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(20日。市民会館13時～16時）

　青少年の悩みごとなど気軽にご相談くださ

　vゝ。

●京都府交通事故相談（５日、19日、京都府

　宇治地方振興局a⑩2049、9時～16時）｡交

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
6
月
分
）
　

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

6月の燃えないゴミ・し尿

収集日程表
＼燃えないゴミ（市役所清掃事務所雲22－3141） し尿（城南衛生管理組合ａ075－631－5¶71）
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